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LEIOMYOSARCOMA　 OF　 THE　 PROSTATE:ACASE　 REPORT
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　 　 A39-year-old　 man　 wlth　 the　 chief　 complaints　 of　gross　 hematuria　 and　 dysuria　 was　 referred　 to　our

hospital　 on　 June　 6th,1985.　 Physical　 examination　 revealcd　 a　tumor　 in　 the　 Ieft　lobe　 of　the　 prostatc.

Prostatic　 needle　 biopsy　 showed　 the　 h三stological　 ev三dence　 of　 leiomyosarcoma.　 Pelvic　 exenteration

with　 pelvic　 lymph　 adenectomy　 was　 perf()rmed　 on　 June　 18th,1985.　 Histological　 findings　 of　 the

tumor　 revealed　 leiomyosarcoma　 and　 no　 Iymph　 nodes　 metastasis.　 Two　 courses　 of　vincristine-adriamy-

cin-cyclQphosphamide　 chemotherapy　 were　 given　 pQstoperatively　 after　 a　clonogenic　 assay　 was　 done.

He　 considerably　 improved　 and　 was　 discharged　 3　months　 after　 operation.　 He　 shows　 no　 reccurence

of　 tumor　 l　7　months　 after　 operation.　 Thirty-three　 cases　 of　 Ielomyosarcoma　 reported　 in　Japan　 are

reviewed.

Key　 words:Leiomyosarcoma,　 Prostate,　 Pelvic　 exenteration,　 Clonogenic　 assay

緒 言

　前立腺平滑筋肉腫は,非 常に稀な疾患であり,本 邦

では,現 在まで32例 が報告 されているにすぎない.今

回,わ れわれは,本 症の1例 を治療する機会を得たの

で報告し,自 験例を含む本邦例33例 を集計,若 干の文

献的考察を加える.

症 例

　患者　H.Y.39歳,事 務系会社員

　初診:1985年6月6日

　主訴=血 尿,排 尿困難

　家族歴 ・既往歴1特 記すべきことなし

　現病歴:1985年2月 頃より排尿困難を自覚するも放

置していた.5月8日,肉 眼的血尿出 現 し,5月9

日,某 泌尿器科受診.直 腸診,超 音波断層法にて,前

立腺の腫瘤を指摘され5月12日,前 立腺針生検にて前

立腺肉腫(平 滑筋肉腫)の 診断を受ける.6月6日,

当院での治療を目的に初診.6月10日,入 院となる.

　入院時現症:体 格中等度,栄 養良好,皮 膚および可

視粘膜に貧血,黄 疸を認めず　また表在 リンパ節の腫

脹を触知せず.胸 部,腹 部に理学的に異常を認めなか

った,

　直腸診にて前立腺左葉に,ゴ ムマリ様の硬さの鷲卵

大の腫瘤を触知した.表 面平滑で圧痛はなく,可 動性

は認めなかった.

　 尿所見:蛋 白(一),赤 血球(一),白 血球(一)

　入院後諸検査:一 般検血では貧血,白 血球増多症,

出血傾向を認めず.血 液 生化学検 査 で,Acid-P・

PSAPを 含め正常範囲にあ り,血 沈の九進 も認めな

かった.

　 X線 検査:胸 部単純,腹 部単純はともに異常を認め

ず,IVPで は上部尿路は正常であったが,逆 行性尿

道膀胱造影では,後 部尿道の右方への偏位,狭 小化を
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　 CT-scan　 showed　 5×4cm　 mass　 in　 the

　 Ieft　 lobe　 of　 the　 prostate.
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Fig.2.　 NMR　 showed　 no　 invasion　 to　the　 rectum

　 　 　 　 and　 the　 pelvic　 walL
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Fig.4.　 Spindle-shaped　 tumor　 cells　 in　 bundles

　 　 　 　 runn五ng　 in　 d三ffercnt　 directiQns　 and

　 　 　 　 showing　 mitQsis　 and　 nuclear　 pleomor.

　 　 　 　 phism　 H.E.,×200。

Fig.5.　 Tumor　 cells　 showing　 some　 dense　 patches

　 　 　 　 subjacent　 tQ　 plasma　 membranc.

　 　 　 　 (arrows)×8600

　 　 Table　 1.　 Results　 Qf　 clonogenic　 assay

Drugs Percent　 colorly　 inhibition(%}
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Fig.3.　 Gross　 specimen　 showed　 5×4×4cm　 tu-

　 　 　 　 mor　 in　 the　 lc　ft　lobe　 of　 the　 prostate.
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Oyclophosphamide疑

Vincristine

Actinomycin　 D

Vinblastine

Blθomycin

Adriamycin

Cisplatin

89

65

62

50

47

38

30

認め た.CT一 スキ ャ ンに て 前 立 腺 左 葉 よ り発生 した

最 大 径5×4cmの 腫 瘍 が 描 出 さ れ,そ の 内 部 は不 均

一・で壊 死
,あ る い は 出血 巣 を 思わ せ る低 密 度 領 域 を認

め た(Fig.1).

　 また,Nuclear　 Magnetic　 Resonance(NMR)

では,骨 盤 腔 へ の 浸潤 を認 め な か った(Fig.2).

　 以 上 よ り,手 術 可能 な 前 立 腺 平 滑筋 肉 腫 の 診 断 の

　　　　楽活性型として40487.S(塩野義)を使用した

下,1985年6月18日,骨 盤内臓器全摘除術,骨 盤 リン

パ節郭清術,人 工肛門造設術,回 腸導管造設術を施行

した.

　手術所見:全 麻下,贋 上4横 指 より恥骨上縁に至る

腹部正中切開を加え,腹 腔内に至る.腹 腔内に転移を

思わせる所見を認めず,膀 胱前腔に達すると前立腺左
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No.報 告者　年令　　主　　訴 大きさ 硬　さ 治 療 転　移 転 帰　　文　　献
　　　　 4)　 水　野

　　　　　　 77　 　　 　　　　　 手 挙 大　硬　　 　靱1　 宇多小路

　　　　 5)

・伊1・ 一 一 慧 緯 購
　 宮　　川　　　　　　　　 全身衰弱　　　　　　　　　　　　　　　　7

.0×6.0
3　 他7ヵ 月 排尿困難 　

.3.、5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 弾 力 性 靱 試験開腹

　　　　 7)
　 高　　橋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　膀胱痕設置　　　　　　　　 血　　尿

　　　　　　　　　　　　　　　　3倍大以上 弾 力 性 軟 尿管S状 腸移植術　　　　　　 414　　　　 他　　　 尿　　閉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　放射線深部治療　　　　 8)

　 大　　越　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高位切開　　　　　　3歳

　　　　　　　　 排尿困難　　　　手 挙 大　弾力性梢軟Co　 60生検5　　　　 他6
ヵ月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　尿管痙術

　　　　 9》
　 野中　博　　　　　　　　 排尿困難　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　両側尿管S状 吻合術

　　　　　　　　　　　　　　　　約3倍 弾 性 軟6　 他41排 尿 痛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　放射線療法
　　　　 10)
　 林威三雄　　　　　　　　 排尿困難

　　　　　　　　　　　　　　　　超鶏卵大 弾 性 軟 骨盤内全別出術　　　　　　 477　　　　 他　　　 頻　　尿

　　　　 11)
　 柏木　崇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　両側尿管皮フ痩　　　　　　　　 排尿困難

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　人工肛門　　　　　　 338　　　　 他　　　 便　　秘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　抗癌剤　　　　 12)

　 葵　行欽

・ 他69排 尿困難 　 矯 大 ・ 性 軟 前立・・易11除術

　　　　 13)
　 福田泰久　　　 排尿困難

　　　　　　　　 会陰部不快感　　　　　　　　　　　　生　検　　　　　　 3310

　　　　鴨　 血 尿
　 松田源治　　　 排尿困難　　　　　　　　　　　　　恥骨後前立腺全別腺術

　　　　　　　　 尿　　閉　　　　　　 3811　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TUR

　　　　悠 　 血 尿　 　 　 　 ・・C・照射
　 松田源治

　　　　　　 64　 排尿困難12　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　被膜下前立腺別除術　　　　 他

　　　　 16)
　 森田　上　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　放射線療法

　　　　　　 51　　　　　　　　　　　　　　　　　　 化学療法13　　　　 他

　　　　 17)　
中平正美　　　 排尿障害　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　被膜下

　　　　　　 68残 尿感排便障害 　 　　 弾 性 軟14　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　前立腺刷出術　　　　 他

　　　　　　　　 直腸通過障害　　　　 18)

　 白石祐逸　　　　　　 3歳 排尿困難 　 　 林 檎 大

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　弾　性　硬50Go15　　　　　 11
ヵ月 尿 　 閉 　 　半 球 形

　　　　 19)
　 三矢英輔　　　 排尿痛・頻尿　　　　　　　　　　　　尿管回腸吻合術

　　　　　　 T7　 排尿困難 　 　 　超鶏卵大 　ゴムマリ状 膀胱前立腺全Sl]出術16

　　　　鑑　 腰 痛　 　 　 　 放射纐法
　 安倉悟朗　　　　　　　　 頻　　尿　　　　　　2歳

　　　　　　　　 便 秘 　 くるみ大 　 　 60Co17　　　　 他2
ヵ月　　　　　　　　 排尿困難

　　　　 21)
　 井土卓治　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　全別

　　　　　　 60下 腹部腫瘤 　 林 檎 大 弾 性 軟18　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 リニア
ック6000R　　　　 他

　　　　 22)
　 寺田洋子　 　　 尿線細化　 　　 　　 　　 　　　 　　 メ トトレキセー ド

　　　　　　 36頻 尿 　 小児頭大 弾 性 軟(右 上殿動脈持続注入)19　　　　 他

　　　　　　　　 排 尿 痛 　 　 　 　 　 　 　 　 　　アクチノマイシンD　　　　 23)

　 武田　尚

　　　　　　 22　 尿　　閉　　 　　　　　 　　　　　 　50Co20　　　　 他

肺、肝　　　　　　　　　　　　京都府大誌

腰椎、　　　　　　　　　　　　1q喋 談会記録

右大腿骨　　　　　　　　　　　　7
,1927両肺

、胸膜

助骨、胸椎 発病後　　　　　日泌尿会誌

腰椎　　　7ヵ 月で死亡　　46.800～806.

　　　　　　　　　　　　1955

　　　　　　　　　　　　癌の臨床不明　　　18日で死亡

　　　　　　　　　　　　4.232-237

　　　　　　　　　　　　1958

　　　　　　　　　　　　 日泌尿会誌不明　　　3年T/2月で死亡

　　　　　　　　　　　　51.315,1960

臨床的に　 発病後　　　　 日泌尿会誌

なし　　　1年2ヵ月で死亡　52.663.1961

　　　　　発病後8ヵ月　　臨床皮泌腹壁転移

　　　　　死亡　　　　　 15.561.1961

骨 盤 内　不　明　　　　　日泌尿会誌

　　　　　　　　　　　　54.777.1963

　　　　　初診後3ヵ 月　　 山ロ医学局　　部

　　　　　死亡　　　　　 14,78.1965

　　　　　発病後2年3ヵ 月 日泌尿会誌
不　　明　　　　　術後18日 目死亡56 .340.1965

　　　　　　　　　　　　 日泌尿会誌肺 肝 約3
ヵ月後死亡　　　　　　　　　　　　 58

.244.1967

肺　　肝

局　　所

肺・肝・骨

前 腹 壁

周囲組織

へ転移

周囲組織

肝、骨盤内

リンパ節

な　　 し

な　　 し

周囲組織

不　　明

肺

入院後9ヵ 月

術後6ヵ月目

死亡

術後1年

腫瘍再発

6ヵ 月目死亡

2年生存中

発病後8ヵ 月

死亡

1年4ヵ 月

生存中

発病後3ヵ 月

照射後5日 目

死亡

3年5ヵ 月

生存中

入院後75日

目に死亡

発病後32日

死亡

日泌 尿会 誌

58.241.1967

日泌 尿会 誌

58.762.1967

日泌 尿会 誌

58,561.1967

日泌 尿会 誌

59.173.1968

臨床 皮泌

22.377.1968

臨床 皮泌

22.705.1968

日泌尿会 誌

61.741.1970

臨床 皮 泌

1041.1970

日泌尿 会誌

62.198.1971

日泌尿 会誌

62.900.1971
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　 　 　 24)
加 腰 篤二

55　 排尿困難

　　　　 25)　 藤
田公生　　　　　　　　 排尿障害

22　　　　　　67　　　　　　　　 尿　　閉

　　　26)
蘇　中和

23　　　　 他

　　　　 2ア)
　 千葉栄一

24　 平岩
三雄

　　　　 28)　 武本
征人

25　木下勝博

　　　　 29》　 荒巻諏
二

64　 尿　　閉

29　 排尿困難

　　 排尿困難32

　　 尿　　閉

26　　　　　　33　　　　 他

　　　　 30)
　 目時利林

27　也　　他

　　　　 31)
　 板倉康啓

28　　　　 他

　　　　 32}
　 岡山　悟

排尿困難

排 尿 痛

42　 排尿困難

49　 下腹部腫瘤

29　　　　　　60　　　　 他

　　　　 33)
　 松 山恭輔

30　　　　　　43　　　　 他

　　　　 34)
　 Ohmorl

31　　　　　　34　　　　 他

　　　　 35}
　 嶋本　司

32　　　　　　64　　　　 他

33

自 験 例

37

脱　　 肛

排尿困難

血　　尿

排尿困難

血　　尿

排尿困難

排便困難

排尿困難

血　　尿

　　　　 はなはだ　 女性ホルモン小手挙大

　　　　　　　硬い 急性悪化

　　　　　　　　　 人工肛門

手 挙 大 弾 性 硬 回腸導管50Co

　　　　　　　　　 抗癌剤

　　　　　　　　　 ホルモン療法

鷲 卵 大 弾 性 硬radiation

　　　　　　　　　 エン ドキサン

手 挙 大 弾 性 軟Linac,膀 胱 痩

小鶏卵大 弾
　　　被膜下性　硬

　　　前立腺摘出

膀　　胱

前 立 腺 比較的

1S8　g

くるみ大 弾

　 被膜下

　 前立腺摘出

　 60Co,VAC療 法

　 膀胱前立腺全摘軟

　 回腸導管60Co抗 癌剤

　　　膀胱前立腺摘出性　硬

　　　尿管皮膚痕

不明

局所

肺

甲状腺

膵　　 他

術後10日 目

死亡

初発

21ヵ月死亡

初発

9ヵ 月死亡

遠隔転移　初発

な し　　　 1.5年死亡

な し

なし

なし

なし

恥骨上式前立腺刷除術　　　　　　　　　　不明

放射線療法

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　腰椎　　　　　　　　　 MMC膀 注大

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　精索　　　　 弾　性　硬　　　　　　　　　 放射線治療くるみ大

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　胸壁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　肺

　　　　　　　　　 抗癌剤　　　　　　　　膀胱

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　直腸

　　　　　　　　　 ADM,CDDP注 入療法

　　　　　　　　　　 (内腸骨・上直腸動脈)　　 なし

　　　　　　　　　 60Co.4800R照 射

　　　　　　　　　 骨盤内臓器全摘出除術

驚 卵 大 ゴムマリ様 抗癌剤(VAC療 法　　　なし

　　　　　　　　　 2courses)

発症

月ヵ月健在

術後

4ヵ月生存

術後

1年4ヵ 月生存

術後

1年生存

経過観察中

泌尿 紀要

17、251.1971

日泌 尿会 誌

54,408--411

1973

日泌 尿会 誌

67.134.1976

昌泌 尿会誌

68.105.1977

日泌尿 会誌

68,313.1977

日泌尿 会誌

70.119-120

1979

臼泌尿 会誌

70.1171.1979

臨 泌33.

497-500.1979

日泌尿会 誌

71.977.1980

発症　　　　　　日泌尿会誌

5ヵ月後死亡　　72.1352.1981

5ヵ 月死亡

発症以来25ヶ 月
腫瘍は軽度増大 臨泌39
傾向を示す も全 .763-765.1985身的転移(一)

発症以来書年10ヵ 月
術後1年5ヵ 月
再発転移なく健在

Act　 pathol

Jap　 34-631

-638 .1984

葉に驚卵大の腫瘍を認めた.骨 盤 リンパ節廓清後,膀

胱 ・前立腺 ・直腸を一塊 とした骨盤内臓器摘除術を施

行した.骨 盤腔内には明らかな リンパ節転移を思わせ

る所見は認めなかった,左 腹壁に人工肛門造設,右 腹

壁に回腸導管造設を行ない,手 術を完了した.

　 摘出標本:腫 瘍は前立腺被膜に被 われ た5×4×4

cmの 大 きさであった.割 面では,前 立腺左葉 より発

生 した血管に乏 しい黄白色の充実性腫瘍を認め,前 立

腺右葉組織 とは不規則に接 し連続的であったが,直 腸

壁への浸潤は認めなかった(Fig.3).

　 組織学的所見 ・全体に,紡 錘形の核を有する線維束

性の細胞が主体を占め,所 々に,有 糸核分裂像や大型

のbizzarcな 核をもつ細胞を混じ,ま た一部に軟骨

組織を有した.PAS　 染色,　PTAH染 色 においては

横紋筋芽細胞は見られなか った(Fig.4).

　電顕所見:電 顕的には,腫 瘍細胞は,平 滑筋肉腫に

特徴的な切れこみを有する核,細 胞膜の暗斑(dense

patch)を 認 め た(Fig.5).

　 最 終 診 断 は,前 立 腺 平 滑 筋 肉 腫.骨 盤 リンパ 節 には

転 移 を 認 め な か った.

　 術 後 経 過=摘 出時 に 採 取 した腫 瘍 のin　 vitro制 癌 剤

感 受 性 試験(clon・genic　 assay)1)で7種 の 抗癌 剤 の

感 受 性 を検 索 した(Table　 1).　cyclophosphamide,

vincristine,　 actinomycin　 Dの 順 で 感 受性 を 示 し,

術 後 化学 療 法 に,cyclophosphamide,　 vincristine,

actinomycin　 Dを 採 用 し,7月22日 よ り,5日 間,

9月2日 よ り5日 間VAC療 法2コ ー ス施 行 し て,

10月12日 退 院 した.

　 1986年12月1日 現 在,初 発 症 状 出現 よ り1年10カ

月,術 後1年5ヵ 月 で あ るが 再 発 ・転移 の 徴候 を 認 め

ず 健 在 であ る.

考 察

前立腺肉腫は前立腺悪性腫瘍の0.2～0.3%を 占め2)
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Table　 3.　 Surgical　 procedure　 and　 prognosis
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稀な疾患に属す る.1本 邦では茂木(1911)3)の 報告が

最初であり,現 在まで150例 が報告されて いる.そ の

うち平滑筋肉腫に関しては,水 野(1927)4)が 初め て

報告して以来,1961年 大越 ら8)が5例 を,1973年 藤 田

ら25)が20例を集計しており,1985年 までに自験例1例

を含めた33例 を報告するにすぎない(Table　 2).

　 前立腺肉腫は比較的若年者に多 く,Hess(1938)36)

によると,25歳 以下の前立腺腫瘤を発見 した時は生検

で他疾患であるという証明が得られるまでは肉腫と考

えて よい と述べ,ま たStirling　 and　Ash(1939)37)

は50歳以前は肉腫,50歳 以後は癌(あ るいは肥大症)

と述べている.本 邦前立腺肉腫,151例 の集計では,27

%が20歳 以前に発症 し,78%が50歳 以前に発症してお

り,そ の平均年齢は33,1歳 であった.一 方,前 立腺平

滑筋肉腫33例 では,50歳 以上の発症例が33%を 占め,

その平均年齢 も40.4歳 と高い.し たがって,前 立腺癌

あるいは前立腺肥大症と診断され,術 後肉腫 と判明す

る例が多く注意を要する。

　本症の症状は,排 尿困難が主なるもので,腫 瘍の進

展に伴って,血 尿,尿 閉,排 便困難が出現 してくるも

のと考えられる.直 腸診による腫瘤の硬さは従来柔か

いことが前立腺肉腫一般の特徴とされてお り,自 験例

でも比較的柔かい腫瘤として触知された.し か し,佐

藤ら(1981)38)の 集計では,99例 中,硬56例,軟43例

とむしろ硬い方が多い.平 滑筋肉腫の33例 中記載のあ

った22例 では硬10例,軟13例 と柔かいものが多いよう

であるが,腫 瘤の硬さのみで前立腺肉腫であるか否か

の判断はできないと思われる.

　以上,本 症の診断には上述した年齢 ・主訴 ・直腸診

を参考に,補 助的診断として排泄性腎孟造影 ・逆行性

尿道膀胱造影 ・経直腸的 超音波 断層法 ・CT一 スキャ

ンを伴用するが,最 終的には,生 検による組織診断を

施行しなければならない・

　平滑筋肉腫の組織診断は39,光 顕 的には線維束性に

配列 した長紡錘形の細胞で,核 はクロマチンに富み,

桿状で,そ れが鈍ないしは円形に終わ り,所 々に不規

則な切れこみや有糸核分裂を有す る ことを特徴 とす

る.Ranchod&Kempson(1977)40)は 核分裂の数

が診断上重要であ り,細 胞密度の高い部位 を高倍率

(400倍)で10視 野観察し,核 分裂像が合計5個 以上を

悪性所見とみなし,ま た5個 以下のものでも腫瘍内に

壊死を伴なうものは悪性所見とみなすと述ぺている.

電顕的には,細 胞質内に局所的な濃縮を持つ多数のア

クチン線維の存在(focal　 density)や 基 底板の形成,

お よび細胞膜の一部に電子密度が増しアクチン線維が

これに付着 してで きる暗斑(dense　 patch)を 特徴と

する.し か しこれらの所見がすべて認められる場合は

少なく,現 実には上記所見の総合判断となる。

　また同じ筋原性の横紋筋肉腫 との鑑別は,PAS染

色,PTAH染 色などにより横紋筋肉腫に特徴的な横

紋筋芽細胞(濃 染する不正円形ないし卵円形の核と好

酸性の豊かな胞体を有する)や 電顕的にアクチンとミ

オシン線維からなる横紋を証明し得ないことより鑑別

する.

　 自験例では,PAS染 色,　PTAH染 色 に よ り横紋

筋芽細胞および電顕的に横紋を証明し得ず,ま た平滑

筋肉腫に特徴的な 細胞膜の暗斑(dense　 patch)な ど

を認めたことにより,平 滑筋肉腫と診断 した.

　前立腺肉腫の治療法は,現 在特有の治療法は確立さ

れていないが,手 術療法,化 学療法,放 射線療法およ

びこれらの併用療法がある.

　手術療法については,わ れわれが集計 した前立腺平

滑筋肉腫33例 のうち,原 発巣に対する手術療法が施行

されたものは,Table　 3の 如く15例 で,そ の術式は,

骨盤内臓器全摘術2例,膀 胱前立腺全摘術3例,前 立

腺全摘術3例,前 立腺被膜下摘除術5例,腫 瘍摘出術

2例 であった.

　術式と予後に関しては,報 告時,再 発 ・転移を認め

ず生存 してい る症例は,骨 盤内蔵器全摘術2例 中1

例.(他 の1例 は不明)膀 胱前立腺全摘術3例.術 前

BPHの 診断にて施行された前立腺被膜下摘除術5例

中2例 にすぎず,本 疾患の手術術式は,膀 胱前立腺全

摘術以上の拡大手術が必要であると思われる.

　骨盤内臓器全摘術か,膀 胱前立腺全摘術かの選択に

関しては,三 矢ら(1968)19)は,腫 瘍が早期に発見さ

れ,根 治的手術の可能な場合は極めて少なく,ま たこ

のものは隣接 してい く傾向にあるので余程広汎な手術

を施行しないとかえって腫瘍細胞を播種することにな

り兼ね ない と述 べて い る,事 実Mackenzieら

(1967)4:)は,か か る晩期 の ものに,translumbar

amputationを 施行 している.以 上 よりわれわれは,
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術前検査で腫瘍が鷲卵大以上で,直 腸壁への浸潤が疑

われる場合,も しくは,浸 潤は否定的でも剥離の段階

で腫瘍細胞の播種を起こす危険のあるものに関しては

骨盤内臓器金摘,そ れより小さくてかつ明らかに腫瘍

が被膜内に限局しているものに関しては,膀 胱前立腺

全摘(も しくは前立腺全摘)を 行なうぺきであると考

えられる.

　 自験例では(Fig.ユ,2)の 如 く,腫 瘍は鷲卵大で,

直腸壁への浸潤はないように思われたが剥離の段階で

腫瘍細胞の播種を起こす危険があると判断したため骨

盤内臓器全摘術を施行 した.

　前立腺肉腫に対する化学療法に関しては,確 立され

たregimenは ない.・1972年Pratt42)は,　 actinomy-

cin・D,　vincristine,　cyclophosphamide(以 下VAC

療法 という)で 治療 し有効であったと報告 してお り,

以来本邦においても前立腺肉腫の化学療法の中心にな

されるようになった.し かしその後,VAC療 法抵抗

性の腫瘍に対し,cisplatlnを 中心 とした化学療法が

有効であった とい う報告が続き43・44),最近ではcys-

platinを 中心とした化学療法が行なわ れ る傾向であ

る.

　 自験例では,手 術時に採取した腫瘍よりin　bitro制

癌剤感受性試験(clonogenic　 assay)を 施行し,感 受

性薬剤の選択を行なった.そ の結果では(Table　 1)

の如 く,cyclophosphamide,　 vincristine,　actinomy-

c三nDの 順 で感受性を示 した ため,ち ょうど上記の

vAc療 法 に一致 し,わ れわれはJordan　 R(1975)45)

のthe　 pulse　VAC　 protocolに な らって化学療法を

行なった.

　 Clonogenic　 assayに 関 しては,そ の結果に基づく

prospective　clinical　trialも 施行され,そ の臨床応

用が期待されている46).特 に前立腺肉腫のような稀な

疾患で有効薬剤のデ}タ の集積が無い場合には,薬 剤

選択の重要な指標とな り,本 症例の場合 に もadju-

vant　therapyの 薬剤を決めるうえ で参考となった.

　放射線療法については,Princeら(1941)47)は,と

くに成人の平滑筋肉腫は,他 の組織型のものに比ぺて

放射線感受性が高いと述ぺている.本 邦では33例 中19

例が放射線治療を施行しており,そ のうち放射線治療

のみ行なった5例 中2例 は照射後腫瘍の一時的な縮小

をみたものの,い ずれ も再発 し死亡に至ってお り,他

の併用 した例においても,そ の効果は判然としない.

　前立腺肉腫の予後はきわめて悪 く,佐 藤 ら(1981)s8)

の集計でも平均生存期間11.8ヵ 月であ り,諸 家の報告

も同様に1年 以内の数字をあげている.平 滑筋肉腫に

関しては,・大越ら(1961)8)は 肉腫と しては予後が よ

いほうで こ、とに高齢者のものはよく,外 国例25例,本

邦例5例 をあわせた集計では平均13ヵ 月と述ぺ てお

り,Princeら(1941)47》 は,前 立腺肉腫のうちで最も

成長がおそ く,か つ悪性度が低いと述ぺている'本 邦

33例 では平均生存期間は12ヵ 月であ り,20歳 までに発

症した ものは平均8.4ヵ 月に対し,5G歳 以後に発症し

たものは平均18.4ヵ 月 と,大 越らが述ぺているタうに

高齢者のものは特に予後が よいものと思われる.、η'

　 ただ,い ずれにしても前立腺平滑筋肉腫は前立腺肉

腫同様,他 の踵瘍に比べれば,、その成長は非當k急 速

なため,早 期に診断し,根 治的な手術療法を行ない術

後adjuvant　 therapyと して,化 学療法も.しくは,

かつ,放 射線療法を行なうことが本症に必要なことと

考えられる.

結 語

　39歳男子に発生した前立腺平滑筋肉腫の1例 を報告

し,自 験例を含む本邦33例 につ き文献的考察を加え

た,

　本症例は,第112回 日本泌尿器科学会関西地方会にて発表

した.

　本症例を御紹介いただいた藤原泌尿器科,藤 原光文先生に

深謝いたします.
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